










































































































年に約 40％、2006 年に 35％と急激に落ち込んでいる。現在
2009年、韓流という言葉はその姿をだんだん消している。
今後の日・韓交流の課題と可能性代案
　より深い文化交流のため、テレビドラマだけではなく美術、文学、
公演などの多様な芸術全般における文化交流が必要とされる。そし
て、明確なビジネス構造ができれば、日韓文化交流の中の信頼感が
高まり、もっと深い交流ができる機会となるはずであると思う。さ
らに日・韓の文化コンテンツは、自らが持っている特徴を発信して
行くことが大事だと考えるし、それによる観光産業を通じ、お互い
の文化を知り、第 4世代の観光を目指すことが文化交流を一層深め
ると考える。
おわりに
　日本と韓国はお互いの文化を味わうことができ、染み込んでいる
ので、もう後戻りはできなくなった。これからはお互いに協力し合い、
未来志向的な考えを持ち、前に進むことが大事だと考えられる。
　そのためにも、上で挙げたことを踏まえ、更なる深い交流ができ
るようになれば、お互いの文化に関する価値に対して理解度が深ま
るに違いない。そして、お互いを理解することで自然に両国の緊張
を伴う国民感情が緩和していくと思う。さらに現在までの長い期間、
抱えて来た問題を見直す人々も、互いに増えるのではないかと思う。
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